
免田迫伝分野

古賀章彦 (教授),川本芳 (准教授),田中洋之 (助

教),川本咲江 (技能補佐員),川合静,帝頗梓 (大

学院生)

※古賀章彦については,2008年 10月に転入のため,

これ以降の活動を記職.

<研究概要>

A)噛乳類のDNA型転移因子の特性に関する研究

古賀卓彦

DNA型転移因子は,カット･アンド･ペース トの

様式で転移する転移因子である.多くの生物で,ゲノム

に変化をもたらす要因の 1つとなっている.晴乳類のゲ

ノムにも,DNA型転移因子は多数存在する.しかし,

その転移活性に関して,輔乳類は,他の生物と著しく異

なる点がある.転移活性を保持している因子がみつから

ないことである.その理由を追求する研究を,開始した.

まず仮説を2つ立て,続いて実験で検証するための材料

や機材の準備を行った.

a)ニホンザルの集団遺伝学的研究

川本芳,川合静,啓藤梓,川本咲江

従来はミトコンドリアDNA非コー ド領域につき,

節2可変域の地域変異を調べてきた.今年度より上流部

の第1可変域の分析を開始した.各地に特異的なタイプ

を同定すると共に,拾 2可変域との多様性や系統地理の

違いの検討を進めている.研究成果は2009年 7月の日

本霊長粁学会大会で発表する予定である.

昨年度につづき,常染色体とY染色体にあるマイク

ロサテライ トDNAの変異の検索を行い,幸島,房総半

島などを中心に孤立個体群の遺伝的多様性を検討して

いる.

共同利用研究では,富山県,長野県,兵沌上村こ加え

て今年度から静岡県の地域個体群の調査を開始した.令

種迫伝標識につき個体群の多様性や系統地理的関係の

調査を進めている.研究成果の一部は 2008年 7月の日

本霊長煩学会大会で発表した.

ニホンザルの迫伝的多様性と地域分化に関する研

究成果を晴乳類学の古田で公表した.

C)マカカ属サルの系統関係

川本芳,川合静,溝田穣 (進化形態分野)

バングラデシュ,ブータン,ネパールで野外調査を
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行い,アカゲザル (MacacamlLlat(a) とアッサムモンキー

(M assame17SL'S)の系統関係および遺伝的特徴に関する

知見を得た.

HOPE部業の旅狩支援を受け8月にバングラデシュ

を訪問した.Jahangimagar大学の動物学教室に迫伝子分

析実験室を開設し,霊長類の集団遺伝学研究拠点が稼働

しはじめた.都市部に孤立する個体群を中心に,これま

でに 12地点のアカゲザルに関するミトコン ドリア迫伝

子変異を調査し,系統地理的な関係の検討を進めている.

2月には若手研究肴を招き,現地での研究に利用できる

突放技術の研修を行った.

川本は 8Jlと2-3Jlにブータンを訪問し,アッサ

ムモンキーの調査準備を進めた.Tongsaとshemgang地

区でアッサムモンキーの生息状況と戊耕地被害の状況

を調査した.3月にはネパールを肪閃し,西部のSurkhet

の北で霊長類狩猟民 Raute族に両会した.彼らの生業,

季節移住,狩猟対象種などにつき聞き取り調査を行い,

ネパールにおけるアカゲザルとアッサムモンキーの生

物地理に関する情報を得た.

川合と堺田はラオスで 1jlに開催された国際シン

ポジウムに参加し,ミトコンドリア全ゲノム配列の比較

によるマカクの系統研究,および東南アジアのマカクの

多様性と地域分化に関する研究威光を発衣した.

D)マカカ属サルの交雑に関する迫伝学的研究

川本芳,帝藤梓

過去 4年間に行った和歌山Lr.ものタイワンザル交雑

群に関する総合的研究の成n1-を相皆否として印刷公表

した.この報告書は,形態,迫伝等の資料集にもなって

いる.

8-9月には,和歌山県との合同調査で大池地域の

タイワンザル交雑群の生息状況を調査し,群れや残存個

体数の推定を行った.

房総半島におけるニホンザルとアカゲザルの交雑

に関しては,検討委flとして県事業計画の立案と実施に

参加するとともに,交雑群の遺伝的モニタリングに協力

している.

Y染色体マイクロサテライ ト迫伝子変災を応用し,

交雑群から周辺のニホンザル-の拡散を判定する手法

を開発した.葬藤はこの成果を2008年 7月の日本出長

類学会大会ならびに 9月に沖縄で開催された国際シン

ポジウムで発表した.川本は同国際シンポジウムで国内

のマカク外来種問題と迫伝的モニタリングの現状を発

表した.また,国内外の交雑関越を一般誌で紹介 し,問

題の啓発に協力した.



E)マカクザルコロニーの集団遺伝学的研究

田中洋之,森本真弓,釜中慶朗,松林清明 (人類進化モ

デル研究センター),川本咲江,川本芳

霊長類研究所で維持されているマカクザルコロニ

ーの遺伝的多様性の特徴を明らかにする調査をすすめ

た.当研究所のニホンザル群およびアカゲザル群の現時

点での遺伝的多様性が,ニホンザル野生群の多様性 (庄

衣,山根 2002)と同等であることがわかったので,節

24回日本霊長類学会大会で発表した.アカゲザル群に

て,それらの創始集団の出身地を明らかにする目的で

mtDNAの塩基配列の分析を行った.

F)マダガスカル産霊長類の遺伝学的研究

田中洋之,田中美希子 (遺伝子情報),川本芳,市野新

一郎 (京都大学理学研究科)

宗近功氏 (財団法人 進化生物学研究所)との共同

利用研究で,絶滅危快種のエリマキキツネザル2種およ

びクロキツネザルの飼育個体群を対象に,マイクロサテ

ライ トDNAの多型性の調査をすすめた.クロキツネザ

ル飼育群で,10迫伝子座のマイクロサテライ トに多型

が見つかったこと,およびそれらを用いて父子判定が成

功したことを第24回日本霊長類学会大会で発表した.

べレンティ保護区のチャイロキツネザル種間雑種

集団の退伝構造を明らかにするため,マイクロサテライ

トDNAのデータに新たな分析を加えた.その結果を第

56回日本生憶学会大会で発表した.

市野と川本は第22回国際霊長類学会 (Edinburgh)

でベレンティ保護区のワオキツネザル群における父子

判定および雄の繁殖成功に関する遺伝学的研究の成果

を発表した.

G)家畜化現象と家畜系統史の研究

川本芳

8月,2-3月にブータンを訪問し,ウシ科の家畜ミ

タンの迫伝学的調査を行った.ミタンはウシと交雑利用

されており,各地の交雑状況を把握するためにミルクタ

ンパク質が有用な遺伝標識になる.ブータン農業省の研

死者に協力し分析を進め,11月には日本に招いて実験

技術とデータ解析の研修を行った.

アンデス高地のラクダ科家畜調査の一環として,9

月にペルーのSicrus追跡を訪問し,獣骨の発掘と遺伝子

分析につき現地研究者と研究計画を検討した.

アンデスとヒマラヤの高地における家畜化と家畜

利用に関する総説をまとめて印刷公表した.
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H)霊長類の民俗生物学的研究

川本芳

トヨタ財団から 2年間の援助を受けて行った臓独

(うまやざる)の研究成果を報告書にまとめた.第2回

目のアンケー ト調査を実施し,第 1回目の調査結果と合

わせてデータベース化してホームページで公開した.2

回のアンケー トから,各地の厩猿にまつわる物的証拠

(石塔 ･石碑,神社 ･仏寺,厩猿本体,祭事 ･行事,講 ･

法会)ならびに信仰や風習 (蒼膳神,馬櫨神,馬頭観音,

厩猿信仰,日吉信仰 ･山王信仰など)の残存状況が把握

できた.また,アンケー ト調査結果を参考に,岡山県,

熊本県,宮崎県で厩猿の所有者を訪ね,聞き取りにより

信仰や残存状況を調査した.東北地方では厩校の所有者

に協力を得て骨のmtDNAの分析を行い,絶滅地域に生

息したニホンザルの遺伝子特性を調査している.

I)ハナバチの歴史生物学的研究

田中洋之

総合地球環境学研究所プロジェクト｢日本列島にお

ける人間一自然相互間の歴史的 ･文化的検討｣(リーダ

ー :湯本資和教授)に参加し,植生景観や土地利用とマ

ルハナバチ各種の分布の関係についての調査を 7月に

中国地方,9月に九州で行った.また,束アジアのナガ

マルハナバチ亜属の種の分子系統関係をmtDNAを用い

て分析し,その結果を第 56回日本生態学会大会で発表

した.

<研究業績>

原著論文

1) 川本芳 (2008)サル地域個体群の保全 ･管理に

む けた遺伝 的モ ニ タ リング.輔乳桁科学

48(1):149-154.

総説

1) 川本芳 (2009)アンデス高地で利用されるラク

ダ科家畜の遺伝的特徴と家畜化をめぐる問題.

｢ドメステイケ-ションーその民族生物学的研

究-｣.国立民族学博物館調査報告 84:3071331.

報告

1) 川本芳 (2008)野生動物との新たな関係 【241-

外来種の排除と根絶に向けて- サル(1)ニホン

ザルの交雑問題.農業および園芸 83(12):1-2.

2) 川本芳 (2009)野生動物との新たな関係 [25】一

外来種の排除と根絶に向けて- サル(2)海外と



のちがい.Ji珪業および園芸 84(1):1-2.

年評

1) KawamotoY(2008)Primatebiogeography.Primates

49(2):1671168.

着香 (分担執筆)

I) 川本労 (2008)迫伝的多様性と地理的分化 :ニホ

ンザル. ｢日本の仰乳和学 2中型仰乳頬 ･霊長

籾｣ (苗槻成紀 ･山極ヌf:一編)p.223･251東京大

学出版会.

その他の執節

1) 堺田稀,毛利利雄,圃松豊,茶谷薫,山本亜由美,

後藤俊二,川本芳 (2008) ｢生物多様性-の移入

柾の影響 :和歌山のタイワンザル交雑群に関す

る総合的研究｣(平成 16年度～平成 19年度科学

研究詑補助金 (基盤研究(B))研究成果報告書.

和歌山県におけるタイワンザルとニホンザル交

雑に関する形態学的検討 Ⅰ:尾長 ･尾椎数と交

雑度の関係. 川本芳 p.9-39.

2) 川本芳,川本咲江,川合静,葬藤梓,大将秀行,

後藤俊二,和秀雄,室山泰之,白井啓,森光由樹,

鈴木和男 (2008) ｢生物多様性-の移入種の影

響 :和歌山のタイワンザル交雑群に関する総合

的研究｣(平成 16年度～平成 19年度科学研究費

補助金 (基盤研究(ち))研究成果報告事.和歌山

県におけるタイワンザルの交雑に関する迫伝学

的研究.川本芳 p.77-114.

3) 川本芳,三戸幸久,中村民彦,山本博串 (2008)

厩猿の研究 :消えゆく民間信仰の記録とサルを

めぐる日本およびアジアの自然観の研究.トヨ

タ財団2006年度研究助成研究報告書.p.103.

4) 毛利利雄,潰田積,団松豊,山本亜由美,茶谷薫,

川本芳 (2008) ｢生物多様性への移入種の影響 :

和歌山のタイワンザル交雑群に関する総合的研

究｣(平成 16年度～平成 19年度科学研究班補助

金 (基盤研究(B))研究成果報告か.和歌山交雑

ザル (MacacacyclopisxM.ftISCa(a)の側頭線.川

本芳 p.4ト49.

5) 大将秀行,基山泰之,白井啓,森光由樹,川本芳

(2008) ｢生物多様性-の移入種の影響 :和歌山

のタイワンザル交雑群に関する総合的研究｣(平

成 16年度～平成 19年度科学研究費補助金 (基

盤研究(B))研究成果報告書.和歌山タイワンザ

ル交雑群の生息状況の推移.川本芳 p.1-8.

6) 賓藤梓,川本芳,川本咲江,白井啓 (2008)｢生物
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多様性-の移入種の形轡 :和歌山のタイワンザ

ル交雑群に関する総合的研究｣(平成 16年度～

平成 19年度科学研究狩補助金 (基盤研究(B))研

究成果報告書.Y染色体マイクロサテライ トマ

ーカーによるタイワンザル移入判定の可能性と

課題.川本芳 p.115-131.

学会発表

1) IchinoS,KawamotoY MiyamotoN,HiraiH,

KoyamaN (2008)Matingbehaviorandpatemity

determination uslng microsatellite markers in

ring･taHedlemurs(LemLIrCatta)atBerentyReserve,

Madagascar.IntermtionalPrimatologicalSociety

XXIICongress(2008/08,Edinburgh).

2) KawamotoY,SaitoA,KawaiS,KawamotoS,Shirai

K,YoshidaA,HagiharaK,ShiratoriD,NaoiY(2008)

Hybridizationbetweennativeandexoticmacaquesin

JapamControlStrategyorInvasiveAlienMammals

2008(2008/10,Naゎa,Okinawa).

3) SaitoA,KawamotoY,KawaiS,ShiraiK,SaekiM,

MorimitsuY(2008)Y-chrmarkerfordetectionof

exoticmacaquegenedispersal.ControlStrategyof

lnvasiveAlien Mammals2008 (2008/10,Nana,

Okinawa).

4) 赤座久明,川本芳,川合静 (2008)符山県に生息

するニホンザルのミトコンドリアDNA変異.節

24回日本霊長琉学会大会 (2008/07,充京).

5) 川本芳,相見瓶,wangchukT(2008)マカク新種

Macacamlt17Za/aの系統地理的評価.耶24回日本

霊長類学会大会 (2008/07,東京).

6) 森光由樹,鈴木克故,遠藤美香,宗山容之,赤座

久明,川合静,賓藤梓,川本芳 (2008)ミトコン

ドリアDNAを用いた兵印県のニホンザルの遺伝

的モニタリング.第 24回日本丑正好i学会大会

(2008/07,東京).

7) 宗近功,田中洋之,田中美希子,川本芳 (2008)

マイクロサテライ トDNAによるクロキツネザル

の父子判定.節 24回 日本詔長類学会大会

(2008/07,東京).

8) 賓榊 辛,川本芳 (2008)和歌山県タイワンザル交

雑群および周辺地城のニホンザルにおけるY染

色体マイクロサテライ ト多型.第 24回日本霊長

類学会大会 (2008/07,東京).

9) 田中洋之,森本真弓,釜中慶朗,松林清明,川本

咲江,川本芳 (2008)飼育下マカク集団の迫伝的

多様性.第 24回日本霊長類学会大会 (2008/07,

東京).

10) HamadaY;MorimitsuY,KingsadaflPraxaysombath



B,KawamotoY,MalaivijitnondS(2009)Diversity

andconservationstudyinLaoPDR:Nextstep.The

2ndlntemationalSymposiumonSoutheastAsian

PrimateResearch"BiodiversityStudyorPrimatesin

Laos''FacultyofScience(2009/01,Ⅵentiane).

ll)Kawai S, Kawamoto Y (2009) Molecular

evolutionarystudiesofthefascL'cularL'sgroupof

macaques and whole一genome sequenclng Or

mitochondriafortheJapanesemacaque(Macaca

fusca(a)andtherhesusmacaque(M.mulct(a).The

2ndlntemationalSymposium onSoutheastAsian

- PrimateResearch"BiodiversityStudyofPrimatesin

Laos''FacultyofScience(2009/01,Vientiane).

12)Malaivijitnond S,Thkenaka 0,Kawamoto Y,

HamadaY(2009)Useormolecularandserological

techniquestosolvetheproblemofhybridization.The

2mdlntemationalSymposium onSoutheastAsian

PrimateResearch"BiodiversityStudyorPrimatesin

Laos"FacultyorScience(2009/01,Vientiane).

13) 須賀丈,田中洋之,丑丸敦史,湯本資和 (2009)

長野県における希少マルハナバチ類の分布特性.

第56回日本生態学会大会 (2009/03,岩手).

14) 田中洋之,伊藤誠夫,湯本貴和 (2009)東アジア

産ナガマルハナバチ亜属のDNA分類.第56回日

本生態学会大会 (2009/03,岩手).

15) 田中美希子,田中洋之,平井啓久 (2009)チャイ

ロキツネザル種間雑種個体群の迫伝分析.第 56

回日本生態学会大会 (2009/03,岩手).
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系統発生分野

高井正成 (教授),西村剛 (准教授),江木直子 (助

教),荻野慎太郎 (教務補佐員),伊藤毅,zinMaung

MaungThein,西岡佑一郎 (大学院生)

<研究概要>

A)東部ユーラシア地域における新第三紀の霊長類進化

に関する研究

A-1)オナガザル上科の進化に関する研究

高井正成,西村剛,江木直子,ZinMaungMaungThein,

伊藤毅,西岡佑一郎

中央ユーラシアで見つかっているParapresbytis(コ

ロブス亜科),ユーラシア大陸の広域で見つかっている

大 型 オrナ ガ ザ ル 臥 科 (p,ocynocephalus と

ParadolL'chopithecus),東ユーラシアで見つかっているマ

カク類などに関して古生物学的な解析を行い,それらの

系統位置や古生物地理などを明らかにした.

A-2)束アジアのマカク頭骨化石の形態学的研究

伊藤毅,西村剛,高井正成

ベ トナム北部 トウンランの後期更新世と見られる

堆積物から見つかったマカク頭骨化石の内部構造と外

衣形態を現生種と比較し系統解析を行った.化石柾を含

めたマカク属を対象に,CTを用いた頭骨内部構造の解

析と幾何学的形態測定を用いた頭骨および歯牙の解析

を行った.

A-3)台湾から見つかっているオナガザル科化石の研究

荻野慎太郎,高井正成

台湾南部の中期更新世の地層から見つかったオナ

ガザル科のものと考えられる遊離歯化石の記軌 ならび

に古生物地理学的研究を行った.

A-4)日本列島における第四紀のニホンザルの進化に関

する古生物学的研究

西岡佑一郎,高井正成,西村剛,伊藤毅

日本列島の第四紀の洞窟 ･裂っか堆積物,および縄

文追跡から見つかっているニホンザル化石を解析し,そ

の形態的変化と地理的分布の変遷に関して,古生物学的

に検討した.


